
農委広報

昨
年
の
夏
は
、
猛
暑
と
極
端
な
少
雨
に

よ
り
、
米
の
品
質
が
過
去
最
低
の
結
果
に

終
わ
り
ま
し
た
。
今
年
は
よ
り
気
遣
い
な

が
ら
、
つ
い
で
に
よ
り
慎
重
に
良
質
な
作

物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

冬
の
育
苗
ハ
ウ
ス
利
用
と
い
う
事
で
、

葉
物
野
菜
を
作
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
廿
六

木
の
髙
梨
美
代
子
さ
ん
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ロ
マ
ネ
ス

コ
、
筍
子
キ
ャ
ベ
ツ
、
ア
ス
パ
ラ
菜
、
春

菊
な
ど
、
色
々
栽
培
し
て
Ｊ
Ａ
あ
ま
る
め

産
直
に
出
し
た
り
、
自
身
の
経
営
す
る
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
サ
ラ
ダ
に
し
た
り
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
秋
頃
か
ら
種

を
撒
き
始
め
た
の
で
す
が
、
や
は
り
少
し

暑
い
日
が
続
き
、
温
度
管
理
に
は
苦
労
し

た
そ
う
で
す
。
で
も
12
月
頃
に
は
立
派
に

育
ち
、
出
荷
し
て
い
ま
す
。
春
に
は
ま
た

米
の
苗
作
り
に
精
を
出
し
て
今
年
秋
の
豊

穣
を
願
う
も
の
で
す
。

（
日
向　

弘
明
）

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

収
穫
中
で
す

収
穫
中
で
す

第38号
庄内町農業委員会
令和6年3月1日
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農
地
を
守
り
活
か
す

農
地
を
守
り
活
か
す

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
実
施

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
実
施

～
農
業
者
等
と
の

～
農
業
者
等
と
の

意
見
交
換
会
～

意
見
交
換
会
～

若
丸
も
診
断
で
き
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、

食
味
デ
ー
タ
も
マ
ッ
プ
上
で
見
ら
れ
る

そ
う
で
す
。
質
問
で
は
、
圃
場
記
憶
機

能
を
付
け
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
出
ま

し
た
。

最
後
に
全
体
を
通
し
て
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
「
地

域
計
画
」
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の

質
問
が
出
さ
れ
、
計
画
の
本
気
度
が
問

わ
れ
る
時
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
見
つ
め
て
、

今
後
、
ま
す
ま
す
省
力
化
、
人
手
の
確

保
、
負
担
の
軽
減
が
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。　

～
や
っ
て
み
よ
う　

出
来

る
範
囲
で　

ス
マ
ー
ト
農
業
～

（
髙
橋　

義
夫
）

今
年
の
意
見
交
換
会
は
12
月
19
日
、

役
場
大
会
議
室
に
て
「
ス
マ
ー
ト
農
業

・
効
率
化
へ
の
道
」
と
題
し
、
お
二
人

の
講
師
を
迎
え
若
手
農
業
者
、
農
協
・

改
良
区
等
の
関
連
機
関
を
交
え
て
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
廿
六
木
の
阿
部
勝
吉
氏
よ

り
ス
マ
ー
ト
水
管
理
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。『
自
宅
に
居
な
が
ら
圃

場
の
水
管
理
を
ス
マ
ホ
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
装
置
で
、
遠
隔
地
の
田
や
、

水
持
ち
の
劣
る
田
の
労
力
軽
減
を
図
れ

ま
す
。
水
位
が
い
つ
で
も
手
元
で
管
理

で
き
、
特
に
夜
間
灌
水
を
す
る
こ
と
で

無
駄
な
水
を
使
わ
な
く
な
り
効
果
的
で

す
。
今
後
、
圃
場
条
件
や
投
資
バ
ラ
ン

ス
を
鑑
み
て
拡
大
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
有
機
農
業
で
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト

を
使
っ
た
米
栽
培
に
も
挑
戦
し
た
い
。』

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
具
体
的
な
水
管
理
の
使
用
感
や
、
ハ

ウ
ス
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
応
用

な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

二
例
目
は
「
ス
マ
ー
ト
つ
や
姫
広
域

実
証
研
究
会
の
取
組
・
ア
プ
リ
操
作
」

と
題
し
、
普
及
課
の
渡
部
貴
美
子
氏
よ

り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
端
末
を
使
っ

た
生
育
診
断
が
出
来
て
、
内
容
も
進
化

し
て
つ
や
姫
の
他
に
も
は
え
ぬ
き
・
雪

「
ス
マ
ー
ト
農
業
っ
て
何
」

「
ス
マ
ー
ト
農
業
っ
て
何
」

農
業
委
員
会
は
「
地
域
の
農
地
利
用

の
確
認
」「
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と

発
生
防
止
・
解
消
」「
農
地
の
違
反
転

用
発
生
防
止
・
早
期
発
見
」
を
目
的
に
、

農
地
法
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
、
町
内

の
農
地
を
対
象
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
７
月
と
10
月
に
、

農
業
委
員
と
事
務
局
が
地
域
を
分
担
し

て
一
斉
に
現
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
農
業
委
員
会
法
に
よ

り
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
が
、
農
業

委
員
会
の
必
須
業
務
で
あ
り
重
要
な
取

り
組
み
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

農
地
は
、
一
度
耕
作
を
や
め
て
数
年

経
て
ば
、
原
形
を
失
う
ほ
ど
に
荒
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
耕
作
で
き
る
状
態
に
戻

す
の
に
、
大
変
な
手
間
と
労
力
が
か
か

り
ま
す
。
適
正
な
管
理
を
怠
る
と
、
雑

草
の
繁
茂
に
よ
る
害
虫
、
鳥
獣
等
の
温

床
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
粗
大
ゴ
ミ

や
産
業
廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
に
よ
る

悪
臭
や
汚
水
の
発
生
源
に
な
る
な
ど
、

近
隣
の
農
業
者
や
周
辺
に
お
住
ま
い
の

住
民
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
草
刈
り
や
耕
起
な
ど
に
よ
り
、

農
地
を
再
生
し
利
用
す
る
か
、
い
つ
で

も
耕
作
可
能
な
状
態
に
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
は
農
業
委

員
会
で
内
容
を
精
査
し
、
問
題
の
あ
っ

た
農
地
の
所
有
者
又
は
賃
借
者
等
に
対

し
て
は
農
地
法
に
基
づ
き
、
文
書
等
で

「
是
正
指
導
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
そ
の
後
「
勧
告
」
や
「
命
令
」
が

発
出
さ
れ
て
も
従
わ
な
い
場
合
に
は
、

３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０
０
万
円

（
法
人
の
場
合
１
億
円
）
以
下
の
罰
金

が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
佐
藤　
　

繁
）

水位センサー 阿部 勝吉 氏
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農地の貸し借りの制度の 農地中間管理事業 をご活用ください

受け手農家のメリット
＊複数の出し手農家の農地を借りても契約は
機構とのみ行うので手間が省けます

＊口座振替で賃料の支払いが便利です

出し手農家のメリット
＊公的機関が農地を預かるので安心です
＊契約期間終了後には確実に農地が戻ります
＊賃料は確実に機構から振込まれます

◎手数料の概要
〇対象は令和６年10月以降に公告になる満期
再契約及び、更新・新規契約から。（直ちに
すべての契約が対象になる訳ではありません）

○納付いただくのは令和７年の賃料の支払い
時点から。

○以降毎年、出し手受け手それぞれから納付。
○手数料の額は毎年の賃料に0.75％を掛けた額。
（例：10aあたり賃料1万円の場合の手数料は75円）

★詳しくは やまがた農業支援センター（023-631-0697）又は、センターのホームページをご覧ください。

◎令和７年から農地中間管理事業の利用には『手数料』のご負担をお願いします
手数料について

やまがた農業支援センターからお知らせです

◎農地中間管理事業の手数料について
農地中間管理事業の運営には、やまがた農業支
援センターの自主財源を一部充当している経費
があり、この負担が年々増加しています。
このため、将来に向けて持続的、安定的にこ

の事業をご利用いただけるよう、利用者の皆様
に一部ご負担をお願いすることといたしました。
なにとぞ皆様のご理解とご協力をよろしくお願
いします。

第38号令和₆年₃月₁日

◎令和7年に離農や経営移譲をお考えの方は農業委員会に早めにご相談ください。拡大希望の農業者等
に農地を集約していきますので、受け手は決めずにお越しください。

◎令和6年度は、農地中間管理事業が始まって最初の10年目となり、平成26年に契約した農地について
は契約更新の手続きが必要になります。対象者には別途お知らせいたしますので、通知が届いてから
手続きくださるようお願いいたします。

◎農地の貸し借りについて、令和7年度以降は、農地法第3条か、農地中間管理事業で契約することに
なります。農用地利用集積計画で相対により農地の貸し借りを行っている方で、令和7年作から農地
中間管理事業の契約をお考えの方は、上記申込み締切日に間に合うように早めの相談・手続きをお願
いします。

　農地中間管理事業とは、公的機関である農地中間管理機構（やまがた農業支援センター）が農
地を貸したい農家から農地を借り受け、 農業経営の規模拡大や効率化を図る担い手農家等へ貸し
付ける制度です。

令和6年度農地中間管理事業の貸付・借受について令和6年度農地中間管理事業の貸付・借受について

◎申込み締切日（年2回実施予定)◎
申請書締切日 公告予定日

１回目 Ｒ6．7．31（水）…離農、経営移譲をお考えの方はこの日まで R6．12．27（金）
２回目 Ｒ6．11．29（金） R7．4月下旬
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肥
料
の
高
騰
、
物
価
高
な
ど
農
業
を

取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
中
、
昨
年
は

高
温
障
害
、
品
質
低
下
に
よ
る
収
入
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
地
域
の
大
規
模
農
家
か
ら
離

農
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
計

画
が
始
ま
る
中
で
の
大
き
な
出
来
事
で

す
。
中
山
間
地
の
担
い
手
不
足
と
い
う

よ
り
農
地
の
引
き
受
け
手
が
皆
無
の
状

況
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
農
地
を
維
持

す
る
に
も
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、

中
山
間
の
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
計

画
の
策
定
を
地
域
に
合
っ
た
も
の
に
し

て
、
早
期
に
優
良
農
地
の
維
持
存
続
を

す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
秋
葉　

俊
一
）

部
会
長　

日
向　

弘
明

副
部
会
長　

阿
部
金
一
郎

　

髙
梨
美
代
子　
　

秋
葉　

俊
一

　

日
下
部
崇
喜　
　

石
川 

義
則

　

日
下
部
美
雄　
　

髙
橋 

義
夫

　

佐
藤　
　

繁　

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
委
員
（
農
地
部
会
）

ダメです!ダメです!
 違反転用 違反転用

⃝許可なく転用した場合や、
転用許可に係る事業計画
どおりに転用していない
場合等は、農地法に違反
することとなり、工事の
中止や原状回復等の命令
がされる場合があります
（農地法第51条）

⃝罰則の適用もあります。
（農地法第64条、第67条）
違反転用すると個人は３
年以下の懲役または300
万円以下の罰金が科せら
れます。
⊠ 資材置場にした
⊠ 駐車場にした
⊠ 産廃の捨て場にした
⊠ 建設残土の捨て場にした
⊠ 農業用施設を建てた＊

＊自己所有農地に２ａ未
満の農業用施設を建て
る場合は許可を要しな
いこととなっています
が、届け出は必要です。
まずは農業委員会にご
相談ください。

月４回金曜日発行
購読料／月700円
発行所／全国農業会議所

農家の思いを伝え
農業・農村の「未来」をともに考えます。

知って得する農業者年金


